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「田舎くらし設計体験版」で検索

将来の家計シミュレーションのイメージ

地域の将来を「見える化」しました

地域のことを真剣に考えました
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今後24年間の収入・支出・貯蓄の予測推移
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　健康経営は、従業員の健康を会社の重要な財産と捉え、
職場の健康づくりに戦略的に取り組む経営手法です。従業
員への健康投資が、会社の活力・生産性の向上や人材の確
保・定着につながると期待されています。
　あなたの会社も飯南町と一緒に「健康経営」を始めてみ
ませんか？飯南町は従業員の健康を支えたい事業所を応援
します。

まずは登録！  次に実践！  めざせ継続認定！
「飯南町ヘルスアップ事業所」認定事業所を募集中
　健康づくりに取り組む事業所を応援する「飯南町ヘルス
アップ事業所認定事業」を開始します。

対象　飯南町内にある事業所
内容　町が健康づくりに取り組む事業所を「ヘルスアップ
　　　事業所」として認定し、その取り組みが継続するよう
　　　お手伝いします。継続して取り組んでいる事業所に
　　　は、1年目、3年目、5年目に記念品を贈呈します。
※登録方法などの詳細は、保健福祉課までお問い合わせく
ださい。

■問合せ
　保健福祉課　電話72-1770

「健康経営」をご存じですか？
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●飯南病院   電話72-0221　●来島診療所   電話76-2309　●保健福祉センター   電話72-1770
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住みよいまちへ

集落支援員
　谷地区では「谷の未来会議」を３回シ
リーズで開催し、10年後に向けた地域
計画づくりを進めています。
　

　「未来につなぐ・イイね！たに」と題して
の初回は9月30日、50歳以上の皆さん
を対象に呼びかけ開催しました。少ない
人数でしたが、地域への関心の高さが
みえるさまざまな想いが語られ、次回に
向けての弾みになったと思います。

　次回以降はさらに目指す地域像を明
確にし、実現に向かって必要なこと・
やってみたいことを掘り下げていき、自
分たちでできることに繋がっていけばと
期待しています。

　これまでに「谷地区版未来会議」で
40歳代までの若者世代の想いをまとめ
ているので、今後は地域全体の想いを
集約していければと思っています。

　また、谷自治振興会発足後に策定さ
れた地域計画の振り返りから、地域の将
来像を目に見える形で描くことで、何が
今の課題なのかを把握し、できることか
ら始めていきたいです。
　今後、輸送活動などのさまざまな地
域活動をどう位置付け、次の10年に向
けて何をつなぎ、これからどうしていくの
か、住民みんなで考えていきたいと思い
ます。

谷地区集落支援員の
澤田です！

町内 5地区で活動する、地域
とともに歩む「集落支援員」
の活動を紹介します。

●中山間地域研究センター
　電話 0854-76-2025
　http://www.pref.shimane.lg.jp/chusankan/

田舎暮らし設計体験版開設
中山間地域の暮らしや子育ての費用は？

こんにちは

中山間地域
研究

センターで
す。

　当センターの地域研究科は「小さな
拠点づくり」や「若者定住」などを研究
し、県民の皆さんの地域づくりの取り
組みをお手伝いしています。
　これまでの研究データを活用し、９月
に「田舎くらし設計（体験版）」という
ホームページを開設しました。定住実
現に欠かせない条件の一つが、生活費
や子育て費用の見通しづくり。この
ホームページでは、中山間地域の暮ら
しにどのくらい費用がかかるのか相場

を確認したり、将来の費用のシミュレー
ションを気軽に体験したりできます。
　「田舎くらし設計（体験版）」は“いま
中山間地域に暮らしている人”“これ
から中山間地域への移住を考えてい
る人”など全ての人が利用できます。
「田舎くらしの家計相談会」や「家計簿
調査」なども情報提供していますの
で、関心のある人は検索してみてくだ
さい。
https://inaka-kurashikata.jp/
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